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2002年のブロードバンド市場は
BtoBの潜在需要を掘り起こせ

CDN
Content Delivery Network：コンテンツ
配信に最適化された仕組みを持つネット
ワーク。ユーザーは、ネットワーク内に複
数設置された最寄りのキャッシュを介して
ISPやコンテンツプロバイダーのサーバー
に最適なルートで接続できる。

MAN
Metropolitan Area Network:LANとWAN
の中間に位置し、都市エリアを対象とし
て構築されるネットワーク。

BLECs
ビルディング･ローカル･エクスチェンジ･
キャリアの略。商業ビル単位で通信サー
ビスを提供するISP。
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ブロードバンドは家庭だけ？

2001年は「ブロードバンド元年」と呼ば

れ、ブロードバンドが1つのインダストリ

ーになるとして注目された1年であった。

しかし、その注目のされ方を見てみると、

大半の人はブロードバンド市場の一部分、

ホームユースしか見ていないのが現状であ

る。確かに、ホームユース市場は4600万

世帯と大きく、政府予測でも2005年まで

に約2500万世帯がブロードバンドに加入す

るだろうと目されるほどの巨大市場であ

る。ホームユースが注目される理由には、

アクセス回線事業が本格化し、時系列的に

デファクトスタンダードになる回線がほぼ

見えていること、映画・音楽・ゲーム・出

版等のエンターテインメントソフトのパッ

ケージビジネスや放送ビジネスが、通信ネ

ットワークを介して配信されるようなソリ

ューションが具体的に見えていること、が

あげられる。

だが、市場はそれだけなのであろうか。

移動体通信分野のマーケットセグメンテー

ションをみると、パーソナルユース、ビジ

ネスユース、政府・学校・医療などのパブ

リックユースという市場もある。これと同

じようにブロードバンド分野のマーケット

セグメンテーションも、ホームユースとと

もにパーソナルユース、ビジネスユース、

パブリックユースも含めたほうが、その全

体像を掴むことになるのではないだろうか。

4分野の市場特性を知ろう

ブロードバンドのマーケットセグメンテ

ーションを図1のように示した。

・ホームユース

最も注目されている分野であり、雑誌・

書籍でも取り上げられる機会の多い分野で

ある。というのも、ビデオ、音楽、ゲーム

等の配信やVoIPなど比較的分かりやすい

アプリケーションがあるためである。

しかし、実際はBtoC（B2C）型コンテン

ツ配信ビジネスよりPeer to Peer（P2P）型

サービスのほうが伸びると思われる。B2C

型は既存ビジネスの代替手段であり顧客と

しては魅力に欠けるところがある。一方の

P2Pは新規サービスが成立するため魅力的

である。P2Pの場合、コンテンツの著作権

問題を無視した取引が行われる危険性があ

りダーティーなイメージが強いが、合法・

非合法を構わず市場は形成されていくと思

われる。

・パーソナルユース

第3世代携帯電話サービスが開始され、

テレビ電話や動画配信サービスが本格化す

るにつれ注目される分野である。さらに、

今後無線LANを活用した高速接続サービ

ス環境が整備されれば、それを活用したモ

バイルサービスも現れてくるだろう。

無線LANは第3世代携帯電話より伝送速

度が速く、VoIP等のアプリケーションサー

ビスも本格化しやすい。無線LANを利用

したモバイル高速インターネットアクセス

が台頭する可能性を受けて、携帯電話事業

者もさらに高速の第4世代携帯電話事業を

2000年代後半には登場させてくるだろう。

一方、携帯電話と無線LANインターネ

ットを連携させる動きも出てきている。パ

ーソナルユースでは無線LANと携帯電話

が競争、補完しながらさまざまなモバイル

ブロードバンドアプリケーションを登場さ

せることになりそうだ。また、顧客接点と

しても、携帯電話機やPDAとともにカー

ナビゲーションシステムをベースにした、

カーコンピューティングの利用も促進する

だろう。

・ビジネスユース

ビジネスユースは、ブロードバンドアク

セス回線の敷設およびサービスが遅れてお

り、かつブロードバンドを利用したソリュ

ーションが今まで具体的に見えてこなかっ

たことからあまり注目されてこなかった。

現段階では、ネットワーキングソリュー

ションやシステムソリューション分野が中

心であり、企業内のブロードバンド環境整

備において注目されている。アクセス環境

ではMANサービス、BLECsのxDSLや無

線LANが注目されている。既存の高額専

用線サービス一辺倒からビジネスユースが

解放されれば、さまざまなコンテンツやアプ

リケーションがその上に開花するであろう。

・パブリックユース

2003年度からの電子政府化を目標に、

「e-Japan構想」では具体的な予算がおり、

中央政府から都道府県レベル、そして市町

村レベルまで電子政府化に向けたプロジェ

クトが動き始めている。地方自治体の場合、

電子政府化を核に電子学校、電子医療、家

庭、そして中小企業のブロードバンド化を

促進し、地方のブロードバンドデバイド

（格差）を解消しようと動いている。

マスコミには注目されていないが、現段

Marketeye

ホームユース� パーソナルユース�

コ
ン
テ
ン
ツ
＆�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＆�

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン�

・映  画 ・ニュース�
・音  楽 ・アニメ�

・ゲーム ・ショッピング�
・出  版 ・広告�
・eラーニング�

・コミュニケーション�
・アプリケーション�
・ファイナンス�
・放  送�

・映  画 ・ニュース�
・音  楽 ・アニメ�

・ゲーム ・ショッピング�
・出  版 ・広告�
・eラーニング�

・コミュニケーション�
・アプリケーション�
・ファイナンス�
・放  送�

・アプリケーション�
・産業/金融ニュース �
・会社/商品情報提供�

・就職情報�
・商取引�
・ナレッジ�
・協働作業�

・マーケティングデータ�
・eラーニング�

・電子政府�
 （中央政府レベル）�
 （都道府県レベル）�
 （市町村レベル）�
・電子防災�
・電子選挙�
・電子学校�
・電子医療�

サ
ー
ビ
ス�

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン�

ビ
ジ
ネ
ス�

モ
デ
ル�

・ダウンロード�
・ストリーミング�

・P2Pソリューション�
・電子商取引�
・VoIP�

・テレビ電話�

・ダウンロード�
・ストリーミング�

・P2Pソリューション�
・電子商取引�
・VoIP�

・テレビ電話�

・ストリーミング�
・マーケットプレイス�
・P2Pソリューション�
・CALS ・ASP�
・VoIP ・CRM�
・EIP ・テレビ電話�

・CALS ･ASP�
・VoIP�

・ストリーミング�
・ダウンロード�
・テレビ電話�

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン�

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム�

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン�

顧客管理ソリューション（課金・決済、データベース、著作権処理･管理） コンテンツアグリゲーター�

デリバリー（キャッシング）ソリューション CDN事業者�

ストレージング＆ホスティングソリューション iDC事業者�

ネ
ッ
ト�

ワ
ー
キ
ン
グ�

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン�

ルーター／スィッチ等�

その他ネットワーク機器�

各種サーバー機器群�

ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス�

パソコン�

デジタルTV/STB

ゲーム機�

AV家電・白物家電�

PDA

第3世代携帯電話�

第4世代携帯電話�

カーナビ�

パソコン�

PDA

パソコン�

ユ
ー
ザ
ー�

家庭ユーザー� 個人ユーザー� 企業ユーザー� 各種ユーザー�

 キオスク端末�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク�

xDSL 光ファイバー�

CATV 無線LAN

ISP for Home

第3世代携帯電話�

第4世代携帯電話�

無線LAN

MVNO

xDSL 光ファイバー�

無線LAN

MAN 専用線�

ISP for Business

xDSL 光ファイバー�

無線LAN

MAN 専用線�

ISP for Public

B
2
C
型
�

Ｐ
2
Ｐ
型
�

B
2
C
型
�

B
2
B
型
�

B
2
E
型
�

Ｐ
2
Ｐ
型
�

B
2
C
型
�

B
2
B
型
�

B
2
E
型
�

Ｐ
2
Ｐ
型
�

G
2
C
型
�

G
2
B
型
�

G
2
G
型
�

ビジネスユース� パブリックユース�

ADSLが急速に普及し、今やブロードバンド体験は日常生活の一部となりつつある。

ところがマーケット全体を見渡してみた時、これは家庭内のホームユースにすぎない。

インターネットがそうであったように、企業や公共施設における活用もあるはずだ。

今回はビジネスユースにおけるブロードバンドビジネスの鉱脈を、

DSE戦略マーケティング研究所の根本昌彦氏が掘り起こす。

図1 ブロードバンド・メディア・インダストリーにおけるマーケットセグメンテーション根本
ね も と

昌彦
まさひこ

DSE戦略マーケティング研究所

取締役 ITビジネス部マネージャー

日本大学文理学部卒業後、富士経済、
アドバンスト・マネジメントを経て、
2000年11月DSE戦略マーケティング
研究所にてITビジネス部を創設、現職
に就任。情報通信産業全般の調査・
分析およびIT関連企業のコンサルティ
ングなどを手掛ける。
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